
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

OThe 　Zoologlo 証1 癩 寿門∋ry　of 　Japan

C

號 五 十 六 百 三 第 誌 馨 學 物 動（89 ）

●

｛

、

◎
寄

生

螺

類

の

一

種

に

就

て

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

理

　
學

　
士

　
　
、

（

C
）

、
寄
生
々

活
の

影
響

（

、
）

吻
、

国

巳

巨
山

雹

に

竺
般

に

吻

を

有
す
る

も
の

多

き

如
き
も、

此
の

種
に

あ
り
て

は

特
に

よ
く

發
逹
せ

る

を
認
め

耙

り

き
面
し
て

此
の

吻
の

先
端
部
の

細
く

尖
れ
る

は

宿
主
の

組
織

に

突
ん
す
る

に

便
な

う、

又

組
織
學

上
此
の

先
端

部
の

表

皮
細
胞

に

は

特
に
タ

チ

ク

ラ

層
の

よ

仁

篷
せ

る

も

宿
生
よ
り

学
る

壓
に

塊
ふ

る

が

陀

め

な

ら
む

か、
、

叉

吻
腔
は

宿
主

に

吸

着
し
其
の

養
汁

を

吸
ふ

に

厘
な
る

も

塾
り

意
惟
す。

（

2
）

顎

（

昏
9
顎

を
有
せ

ざ
る

事
は

寄

生
々

活
の

結

果

と
瘤

斷
し

能
は

す、
．

一

般
に・

国
q
ロ

巳

蕣
雪

に

之

を
缺

く
も
の

な

ウ
ロ

　
（

3
）

　
歯
舌
（

切

巴
巳
酔

）

歯
舌

を
有
せ

ざ
る

事

も
同

斷
な

り
。

　
（

4
）

　
食

逍
、

国
匚
犀

巳
9
曾

　
に

は
一

般
に

喰

道
の

内
壁
に

襞

（

司
巴

8
ロ
）

多
き
が

如

し、

然
る

に

此
の

種

に

あ

b
て

は

其
の

内
壁

頗
る

簡
單
に

し
て

、

極
く

僅
の

縱
の

隆
起
あ

る

の

み
な

わ
き

。

是

亦

嵜
生
に

よ
る

食
物
（

養
汁
）

と
大
な

る

關
係
あ
ち

ん

と
思
ふ．

　
（

5
）齟

胃、

特
筆
す
可

き

事
な

し
。

（

6
）

−

肝

巌、

寄
墓
籌

鏤
・

に

關

す
る

研
究
は

後
日

に

譲
る

。

（

7
）

膓

箆

馨
・

は

非

常
に

簡
單
に

し
て

且
又

其
の

全

長
比

較
酌
短
小
な

身
き

是
れ
多
少

寄
生
々

活
の

結
果
と
認
む
可

き

事
な

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

　
　
　
（

鎗

　

暁
）

O
寄
鹿

娯
嶽
の
一

鍾
に

就
て

　
（

亭

瀬
）

（

六
）

卒

　
瀬

　
信

　
太

　
酪

ら
む
と

患

惟
す。

　
（

8
）

　
唾

腺、

可
な

り
よ

く

發
達
な

し

を
れ

り
、

寄

生
々

活
と

の

直
接
の

關

係
を

認
め

ざ

り
き

ひ

　
　

　
（

D
）

　
他
の

寄
生

螺
と
の

比

較

　
消
化
器

官
に

於
て

余
の

種
乏
他
の

種

と
を

戸

々

比

較
す
る

事
は

紙

面
の

都
合
上
略

し
、

竝

に
一

二

の

特
筆
す

可
き

も
の

を
摘
起

す

可
し

。

国
d

鵠
旨
国

暮

氏
は

き
鵠

冬
臓

ミ
魯
睾

駐

に
は

吻
中
に

血

腔

（

聾
畧
聶
彭
と
な

し
と
主

張
す

れ

ど
も

余
は、
明
に

之
を
認
め

控
り
き、

叉

概
逋

す
れ

ば
oQ

ミ
欝
こ
鋤
〜

＆

§

魯

の

游
化

器
管
は

ぎ
ミ
§
霧

及
び

撃

ミ
§
き

の

も

の

に

類
似
す
れ

ど

も

翼
H

拐

男
翕
邸

呂

馬
に

よ
れ

ば

蓐
蟻

毳
§
霧

に

唾

腺
を
認

め

ず、

叉
一

方
臼
ま

註

§
竇

の

吻

腔
の

細
胞
は

圓
筒

状
の

も
の

な

り

と
主

張
す

れ
ど
も

余
の

種
に

あ
り

て

は

多
角
形
の

も
の

な

り

き
。

叉

『

ミ
馬

§
冒

の

食
道

は

多
く

の

迂

曲
を

有
し

且
つ

其
細
胞
に

は

繊
毛
な

し

と
主

張
す

れ

ど
余
の

種
は

巳
逋
の

如
く
之
に

反

す
．、

樹

又

属

目
。。

孱
Q

践
匿

氏

は

§
寒
−

匙

§
§

に

は

小

膓

及

び

末

膓

（

UgU

−

頃

巳
費
目

皀
）

を

認
め

扇

ミ
怖

§
旨

に

直
膓
（

切
 

。

ε
B

）、

を

認
め

弛

れ

忠

も
余
の

種
の

膓
管

に

は

之

等
を

區
趾

す
る

事

能
は
ざ

り
き、

又

§

竃
以
外
の

多
ー

の

寄
生

螺
に

は

唾

腺
な

し
と

認
述
し

あ
る

も

余
は

こQ

ミ

爵
こ
価

簿
，

ぽ
諱

駐

に

明
に

之

を

認
め

だ

り

き
か

く
の

如
く
に

し
て

消
化

器

管

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
彈
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（

鈴

　
　
讒
）

　
O
寄
生
螺

籔
の
一

種
に

魏
て

　
（

夲

耀
）

　

を
齦
て

他
の

種
と
比

較
す
る

事
は

困
難
な

り

き
。

　

　
　
　
　

　
　、

腎
巖
（

翼
富
諾

）

　

　
 
八

六

七

館

に

H
卜
堵
国

器
冒
蜀

氏
軟
鐙

動
物
の

腎
臓
を

研
究

な

し

て

以

來

多
く
の

學

　
者
に
前
鯉

類
の

轡卩
臓
に、
鯉叩
む
て

多
大
の

興
球
な

有
寸

う

に

至

リ

れ

り
き
、

殊
に

用
Φ

簿
雫

　
毘

葺
旧

ぽ
 

ロ

に

欝
あ

右
鬢
の

清
失

並

に

生

殖
器
と

の

關
係
ー1
面
白

唐

問

題
な

り・

　
一
允

〇
二

年
に

U
習

q
冒
冐
o
儲
ピ

夫
人

11
比

の

右

腎
の

淌
失
は
生

殖
線

に

變
ア
る

結

果
な

　
り
と

主
張

せ

り
と

雖

協

徇
研
究
の

盤
地

あ
り
。

余

樹
研
究
中
に

屬
寸

ろ

な

以

て

鼓

に

は

　
取・
に

腎
畿
の

解
剖
並
に

紐

纔
的

研
究
の
｝

部
な
詑
逑
毬

ん

と

ず
。

　

　
　
　
（

A
）

解
剖

　

　

腎
臟
は

炉

な
b
大
な

る

嚢
状

體
に

し
て

外
套
腔
の

底

部
よ
り

第

　
一

螺
屠

を
起
點
に

殆

ど

第
二

螺
層
に

達

し、

肝
臓
に

接
せ

り

き
、

（

第
七

圖
じ

客

及

型
）

腎
臓
を

貫
薀
す
る

に

膓
管
を

以
て

せ

る

事

圖
の

如
き

も

　

之
は

腎
巌
の

膓
管
を
包
圍
せ

る

も

の

な

る

事
は

巳
蓮

の

如
し、

叉

結
組

織
を

以
て

包
被
せ

ら
れ

陀

る

腎
臟
の

中
央
部
よ

り

は

可
な

り

太
き

腎
嚴

管
出
づ

之
は

肝
臓
よ

b
來
る

脈

管
と
合
し
て

鰒

璽
b7

Ω
。

旦
5
曽

互
コ

昌
四

）

（

血．
管
系
の

時
詳

記
す
べ

し
）

に

開
口

す
、

叉

腎
臟

の

表

湎
に

は

特
別
の

筋

繊
維
を
認
め

セ

リ

き
叉
一

般
に

掲

零
器
昌
 

育

鴛
ρ

ぽ

鐸

龍
あ
り
て

は

腎
臟

膣
（

冒
δ

冨
ロ

臣
§
琶

は
一

方
圍
心

竇

萄
Φ

簿
導
曾

巴
げ
o

隹
Φ

）

乏
叉

弛
方

外
套
腟
（

髯
爭

暮
。

浮
α

圧
Φ
）

と
交

逋
す
る

も
の

な

れ

ど
も

余
の

種
に

あ

り

て

は

前

者
全
く

淌
失
せ

り

　’

即
ち

腎
心

竇
借
（

団
 

昌
。、

謬
h

。

麹
芭
“・

き
σ・
）

の

欠
け
る

事

を
認
め

把

り

き
。

而

し
て

後
者
は

結
組

織

　
網

窃
言
山

弗
 

零
書
Φ
ω

霞
゜

臣
巴

噂

を
經
て

細
孔

（

。，

℃
．

5
に

よ
り

て

外
套
腔
に

開
け
う
、

從
て

腎
臟

の

開
旧

↓

奪
可

き

所
に

特
別
の

筋
蜘
（

齧
ぼ
・

搾
・

・

毒

婁
9
を

⇔

嚀

認
め

ざ
b
き

。

」

二

〇

阜

　
　
　
　

（

B
）

組
織

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ゆ

　
　

日
同
尠

げ
 

押
、一
．
g

大
な

る

腎
臓
内
擦
は

血
液
を

以
て

充
さ

れ
拠

る

結

　

組
織
よ

塾

な
る

円

醇
鼻
Φ

5
に

よ
り

て

多
く

の

部
分
に

區
分
せ

ら

〜

　

る

よ

を
認
め

た

う

き
（

第
七

鬮
2。

）

　
　

叉

腎
嚢
内
魅
を
な

せ

る

細
胞

装
の

二

種
の

も
の

あ
る

を

毳
察

　

し
た
り

。

　
　
　
　
（

醫

）

　

U
す

oQ
Φ
国

鐙
昌
o

蕁

畧
 

N
 

昌
o、

　
　
　
　
（

σ
）

　

U
δ

国
9
び
 

昌

霞
島

σq
Φ

駅
Φ一
『

　
　

第
一

種
（

a
）

の

細
胞
は

普
逋
団
 
o
富
凱
げ

鑄
琶
註

霞

の
弓。

9
霞
量
畢

　
 一
ρ

q
 

N
Φ

昌
 ・

に

相
當
す
べ

き

も
の

な

れ

ど
も
繊
蘊
を

缺
ぎ
叉

大
な

　

る

腔
胞
（

ど
．

魯
貯
自
。｝
Φ）

を

有
し
π

う
き

（

第
七

固
4

）

　
　

核
は

基
部
に

あ
勢、

大
に

し
て

丸
く
ヘ

マ

ト

キ

シ

リ

ン

を
以
て

可
な
り

強
く

染
り、

細
胞

質
臓

非
常
に

僅
少
な

，、

核
の

直
餐

ε
。

　
 

虧

髯・
唐・

叉

此
の

圓
筒
腴
の

細
胞
の

大
さ

は

腔
胞
如
何
に

法

り
｝

　
定
せ

ざ
る

も
一

般
に

第
二．
種
の

者
（

b
）

よ

り
大

な

う
き

。

　
　

第
二

種
（

b
）

の

細
胞
は

第
一

種
の

も
の

よ
う

小

に

し
て

其
の

形

朕

棍
棒
状
を
な

し、

即
ち
基

膜
に

近
づ

く
菰

從
ひ

摘
献
忙

細
く
な

　
り

を
れ
り

（

第
七

圖
3

）

細
胞

質
は

可
な

魅
多
ぐ、

腟
胞
な

し、

核
は

丸
く

中
央
に

あ
わ、

ヘ

マ

ト

キ

シ

ヲ
ン

を
以
て

紫
紅
色
に

染
る

、

核

仁
は

丸

く

明
に

徇
ほ

其
の

他
若

干
の

細

粒
を
認
め

た

う

き
、

此
の

細
種
胞
も

繊
毛
な

し、

又
一

般
に

此
の

第
二

の

細

胞
は

第
一

種
の

細
胞

よ
り

數
少

な

く
叉
一

般
に

は

円

蕁
げ

集
 

言

の

先
端
に

多
き

竃

O

藤

丶

N 工工
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1

（
講

）

工

刃

（

害
生

蟶

顴
の
一

麺
叢

就
て

　
（

華
瀬
）

＿覿 ，

ζ

〉

しo

騰

ω

歹

レ

r
（

；
）
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（．92 ）正
t／
大八年月十五陸

（

抄
　
　

録
）

　
Q
「

ト

ワ

ヨ｝
ソ

ア

5
ー

ド
」

り

極
疹
て

画

白
い

一
饕

屬

の
な

れ

ど
も

余
の

種
に

あ
b
て

は

至

る

所
第
一

種
の

細
胞
の

問
に

混
在
せ

b
き

、

細
胞
の

長
さ
、

Ob

同

駐
巨

白隠

幅、

ρ
OO
虧

O

」
戸
ヨ・

核
の

直
徑
ObO

・。
G。

導

白゚

　

　

　
（

C
）

他
の

寄
生
螺
と
の

比

較

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
…

　

特
筆
す
べ

き
は

要
黷

籌
匣

竜・

以
外
の

總
て

の

寄
生

的

の

義
冬｝・

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
…

の

種
類
に

腎
臓
の

觀
察
さ

れ

を
ら

ざ
る

事
な

り、

叉

く

90
日

氏
は

認
毳

§
§
に

腎

臓
を
認
め

を
る

も
頗
る

簡

單
な
る

嚢
に

過
ぎ

す

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
一

と
な

し
、

叉

男
H

蕊

国

8
睾

氏
は

嚏
霍

ミ

§
袰

に

關
し
て

は

何

等

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
〜

記
邇
な

き

も

專
窒
摯
§
恥

の

腎
臓
の

存
在

を
認
め

を
る

も
記
逋

不

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

完
全
な
ら
、

其
の

他

§
鶏
o

§
ミ

8
こQ

ミ

欝
丶

竜
h

等
に

は

普
逋
の

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
一

腎
臓
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